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♢ ♦ 科⽬区分 修⼠課程
必修科⽬

修⼠課程
選択必修科⽬

修⼠課程
選択科⽬

博⼠課程
必修科⽬

研究指導

凡例 （再掲は薄⾊表⽰） 修⼠課程
必修科⽬

修⼠課程
選択必修科⽬

修⼠課程
選択科⽬

博⼠課程
必修科⽬

研究指導

2年

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期／夏学期 秋学期/冬学期 春学期／夏学期 秋学期／冬学期 通年 春学期／夏学期 秋学期／冬学期

△
D-1.  実

践
MD-1.チーム医療を推進する⽴場から、他分野の医療者とも積極的に
コミュニケーションを⾏い、共に課題解決に取り組むことができる。

DD-1.チーム医療を推進する⽴場から、他分野の医療者とも積極的に
コミュニケーションを⾏い、組織マネージメント⼒およびリーダー
シップをもって、共に課題解決に取り組むことができる。

ヘルスサイエンス論 保健学特別研究

検査技術科学特別研究  

検査技術科学特別研究   病態情報解析学 I 病態情報解析学 II 保健学特別研究

⽣体情報解析学 I ⽣体情報解析学 II

検査技術科学特別研究   ⽣体情報解析学 I ⽣体情報解析学 II 保健学特別研究

病態情報解析学 I 病態情報解析学 II

MB-1-1. 医療施設における医療情報システム並びに検査情報システム
について理解し、説明することができる。

保健医療とデータ科学

検査技術科学特別研究   保健学特別研究

MA-2-2. 医療における他分野の役割、チーム医療の意義と重要性につ
いて理解し、他者と協働して問題解決にあたることができる。

国際社会とチーム医療

MA-2-1. 医療並びに社会における臨床検査技師の役割と使命について
理解し、他者と協働して問題解決にあたることができる。 国際社会とチーム医療

保健学研究論           検査技術科学特別研究   ヘルスサイエンス論 保健学特別研究

▲ 先端医療論   医療と⽣命倫理 

春学期 夏学期 秋学期 冬学期 春学期／夏学期 秋学期/冬学期 春学期／夏学期 秋学期／冬学期 通年 春学期／夏学期 秋学期／冬学期

2年

修⼠中間審査 修⼠最終審査 博⼠中間審査 博⼠最終審査

保健学専攻検査技術科学分野カリキュラムマップ

学年 修⼠課程 博⼠課程

学修⽬標（修⼠課程） 学修⽬標（博⼠後期課程）
1年 2年 1年 3年

保健学特別研究

病態情報機能検査学演習

⽣体情報解析検査学演習

MC-2-1.臨床検査の世界的な動向を把握することができる。
DC-2-1.臨床検査の世界的な動向を把握し、それらを駆使して、新し
いニーズに対応することができる。

検査技術科学特別研究

C-2.  評
価・創造

MC-2-2.臨床検査の新しい測定装置や測定試薬などの原理を理解し、
検査の⽬的に応じて適切な測定⽅法を提案することができる。

DC-2-2.臨床検査の新しい測定装置や測定試薬などの原理を理解し、
検査技術の向上さらには新たな検査技術を開発することができる。

病態情報解析検査学演習

国際社会とチーム医療

⽣体情報機能検査学演習

分⼦情報解析検査学演習

MB-1-2. 専⾨領域の外国語論⽂を読み、研究・開発に応⽤できる幅広
い知識を⾝につける。

DB-1-1. 専⾨領域の先進的な外国語論⽂を読み、研究・開発に応⽤で
きる幅広い知識を⾝につける。

⽣体情報解析検査学

C-1.  適
⽤・分析

MC-1-2.各種臨床検査および検査結果の意味について理解し、論理的
に病態を解析できる。

DC-1-2.各種臨床検査および検査結果の意味について理解し、論理的
に病態を解析することによって、新たな病態の解明に向けた考察がで
きる。

病態情報解析検査学

病態情報機能検査学

⽣体情報解析検査学

MC-1-1. 臨床検査の現状を理解・分析し、課題を把握することができ
る。

DC-1-1. 臨床検査の現状を理解・分析し、課題を把握し、解決に向け
た研究戦略を⽴案・遂⾏できる。

⽣体情報機能検査学

分⼦情報解析検査学

国際プレゼンテーション

⽣体情報機能検査学

分⼦情報解析検査学

A-3. 表
現・発表

MA-3. 専⾨領域において⾃分の意⾒を発表でき、議論する能⼒を⾝に
つける。

DA-3. 専⾨領域において外国語で⾃分の意⾒を発表でき、議論する能
⼒を⾝につける。

病態情報解析検査学演習

病態情報機能検査学演習

⽣体情報解析検査学演習

⽣体情報機能検査学演習

分⼦情報解析検査学演習

B-1.  知
識・理解

MB-1-3. 基礎的検査技術の知識・技術を基盤として、検査技術の向上
さらには新たな検査技術の開発に必要な応⽤的知識・技術を⾝につけ
る。

DB-1-2. 基礎的検査技術の知識・技術を基盤として、検査技術の向上
さらには新たな検査技術の開発に必要な応⽤的・先進的な知識・技術
を⾝につける。

病態情報解析検査学

病態情報機能検査学

A-2. 協働

A-1.  主体
的な学び

MA-1. 専⾨分野のみならず、医学・医療全般に対する興味・関⼼を養
い、⾃⼰の考えをもつ。

DA-1. 専⾨分野のみならず、医学・医療全般に対する幅広い興味・関
⼼を常にもち、学際的な視点に⽴って知識や技術を探究することがで
きる。

アセスメント・プラン

2年 1年 3年

学年 修⼠課程 博⼠課程

学修⽬標（修⼠課程） 学修⽬標（博⼠後期課程）
1年


